
震災対応から生活再建へ

－相馬市の取り組み－

平成25年11月22日 土研新技術ショーケース2013in仙台

相馬市長 立谷 秀清
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大地震 発生14:46震度６弱 14:49大津波警報

H23.3.11 14:46

第３分団
原釜・尾浜地区14：55第1回災害対策本部会議

１．海岸部消防団：

津波からの避難誘導を急げ

第７分団
飯豊地区
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第９分団
磯部地区

津波からの避難誘導を急げ

（第３、第７、第９分団）

２．内陸部消防団：

建物倒壊のチェック、生存者救出

（本部、第1、第2、第4、第5、第6、第8、第10分団）

第4回 災害対策本部会議

H23.3.12 2:45

【市長撮影】

3/12 午前3:00 行動方針を決定
▫ 担当部課割り振り

▫ 全職員が情報共有化⇒A3用紙1枚にて周知、徹底
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市民の協力！

流山市

（市、自衛隊、米沢市）

水、暖房、食料

自衛隊

発災10時間後 3月12日 AM3:00
これより1枚の表で情報共有

①孤立者救出に全力をあげること
②避難者の食事、生活物資、健康対策
③生存者、行方不明者を確定させろ
④仮設住宅建設のための土地をまとめろ
⑤空きアパートを確保せよ
⑥生活資金を見舞金で
⑦ライフラインの復旧
⑧ガレキ撤去の置き場所確保
⑨棺桶500個を手配せよ 4

生活資金の貸与

見舞金 ～ 全国から募ること
他団体からの

支援
・災害協定
・姉妹都市

足立区
裾野市

★復興への準備

一夜明けて 本部長現地視察
海水浴場前の集落は壊滅

H23.3.12 10:30

【市長撮影】
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一夜明けて 本部長現地視察

H23.3.12 10:30

【本部長撮影】

道路を塞ぐ漁船
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松川地区の旅館街

H23.3.12 10:30

一夜明けて 本部長現地視察 【本部長撮影】
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道路が止めた

国道6号バイパスが
堤防の役割を果たす
▫ 6号バイパスの内陸側

500mにある相馬中央病院

は津波被害を免れた

国道113号

国道6号バイパス中心市街地

相馬中央
病院

– 被災しなかったことで、

その後の医療体制を維持

国道6号

国道115号

海
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友好自治体からの救援物資

H23.3.12～

被災後1週間は、彼らの友情で生き延びた
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見事だった「くしの歯作戦」

被災直後の対策
＝ 被災者の命を守る

スムーズに行うためのポイント

出典：国土交通省東北地方整備局ホームページ
「くしの歯」作戦図 道路被害状況等について

（平成23年3月12日（土）18時00分現在）

道路が使えるかどうか
幹線道路～生活道路が生きているか

タフな道路の必要性を痛感
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原発風評被害で物流ストップ

H23.3.12～

「相馬市トラック部隊」 運送会社トラック７台借上げ

持って来ないなら取りに行く・・・道路さえあれば

医薬品 ▶直送ルートを確保

燃 料 ▶タンクローリーで直接新潟まで（２台確保）

食料ほか生活物資
11

医療支援 避難所での診察、
健康相談

H23.3.14～

東京医科大学・東京都医療救護班
合同チーム 3/25～4/18

【本部長】医師派遣の支援要請

・3/14 日本医師会 副会長 → JMAT

・3/16 災害医療支援チーム → DMAT

・3/20 東京医科大 学長

・3/24 全日本病院協会

JMAT 石川県医師会チーム
3/21～6/10

JMAT 静岡県医師会チーム
3/26～5/19

DMATチーム 3/19～3/20

全日本病院協会チーム 3/29～4/18 12



経済自殺対策
弁護士、司法書士、行政書士、土地家屋調査士、税理士の協力による

ワンストップサービスの無料法律相談

H23.4月～
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避難所での栄養管理

H23.4.25～

学校給食室で調理 → 配給朝食 夕食 昼食 仕出し弁当を配給

管理栄養士による
栄養管理

調理員は避難所から
市が雇用(35人)
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仮設住宅マネジメント

H23.4.30～

会長

組長

戸長 戸長

各戸1 各戸2 各戸3 各戸4 各戸5

戸長 戸長

組長 組長

復興・対策会議

組長会議

•地域単位でコミュニティを維持

•組長を通して行政サービス

【コロニーイメージ】 約80戸に集会所1ヶ所

1.毎日の配食の管理、集会所での共同会食

2.支援物資等の配給

3.仮設住宅の衛生状態・治安の管理

4.炊出し・イベント等ボランティア活動の公平な配分

5.復興対策会議への要望とりまとめ

6.住民健診等の行政サービスの周知、実施

7.孤独者、健康状態不良者のチェック

8.コミュニティ形成のための各種事業
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仮設住宅「組長会議」「戸長会議」

H23.7.8～

管理運営・課題解決は、住民と行政が一緒に
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孤独者対策「仮設住宅に給食配給」

H23.6.27～

仮設住宅入居時に、米30kg(1人),調理器具を配給

一般世帯
おかず２品 → 集会所で配給

学校給食室で調理 → 配給夕食
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1500世帯
年3.２億円

高齢者世帯
独居世帯

ご飯 + おかず
→ 集会所で会食

仮設住宅での障がい者・買物弱者支援

H23.7月～

リヤカー販売員 16人
身障者訪問チェック員 10人

（被災者を臨時雇用）

被災仲買業者が設立した
ＮＰＯ「はらがま朝市」から仕入
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身障者188人を戸別訪問・相談

孤立防止、コミュニティの維持



被災者の健康管理

H23.9.19～9.25

問診、診察などの健康チェック
健康状態についての相談

ご支援いただいた医療関係者の皆さん
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毎年実施
H25：7/13～

7/19

PTSD対策 相馬フォロアーチーム
教育委員会との連携子どもや教師のカウンセリング

H23.4.20～

学習支援 仮設住宅声への訪問相談
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震災孤児義援金条例

H23.4.26～（7月から支給）

国内外から温かいご支援

遺児・孤児51名に 月3万円
メルマガで全国へ支援呼びかけ

〈2011/04/24号 №251〉
「震災孤児等支援金支給条例」

21
H24.6月改正条例案 大学・専修学校入学者に76,000円/月の奨学資金を支給

教育復興子育て基金条例を議決

H23.9.30

子供たちの教育（学力向上）こそ、最大の地域振興策
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被災中学校へ iPad導入

H24.4月～

塩酸の電気分解のようす
をモデルで表すUPADとい
うアプリを使って・・・
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学力向上のため市採用講師を配置

相馬市独自の学力向上施策。17名を採用。

H24.4月～

24



「寺子屋事業」
仮設住宅集会所での学習支援活動
▫ 東京大学と市教委が連携

期間：月2回程度（週末の土日）

対象：各仮設住宅に入居している小中学生

▫ H24.6.16から４集会所でスタート
 大野台、刈敷田、北飯渕、柚木

H24.6.16～

H24は16週32日間
小学生のべ536人
中学生のべ 78人

学生ボランティアのべ102人

H25も6月から実施
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玉野地区の除染事業

H24.7月～

①事前ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ〈除染箇所特定〉 ④宅地1〈剪定・枝払い〉③建物〈屋根・雨樋・外壁〉

②準備工〈周知・立入制限・散水〉

⑤事後ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ〈除染効果を検証〉

④宅地2〈表土剥ぎ〉通学路等の除染 ④宅地3〈客土戻し〉
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玉野地区の除染水浄化システム

放射線対策 Ｈ24.7月～
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①除染洗浄汚水
〈平均300Bq/kg〉

④イオン交換システム
〈不検出〉

検出限界値 Ｃｓ137:2.27Bq/kg,Cs134:2.50Bq/kg

③モミガラ浄化システム
（第2段階）〈平均30Bq/kg〉

汚染水は
徹底的に浄化して

河川に放流

②モミガラ浄化システム
（第1段階）〈平均60Bq/kg〉

① ③ ④

除染土砂の仮置き場
光陽地区産廃埋立処分場（石炭灰捨て場）に設置

H24.6月～

（H25.9.24 現在）
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ガレキ中間処理
23万トン：処理に約２年を要する量

H23.7.21 契約 → H23.12.1 処理開始

プロポーザル公募

・震災罹災者の雇用

・地元で出来る業務は地元企業へ発注
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災害廃棄物焼却処理
国代行仮設焼却炉 ３基（570ｔ/24h)

H25.2.20～

可燃物17.4万トン

H26.3月までに処理終了予定
H25.2.20 稼働開始

30



孤独死対策の災害公営住宅

相馬井戸端長屋

１棟目:H24.5.2 完成 2棟目:H24.8.8完成
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1棟目 ダウ・ケミカル社から寄贈 2棟目 台湾赤十字組織からのご支援

相馬井戸端長屋

介護対応 共助コミュニケーション ヘルパー・管理人

・12世帯の長屋造り ・特徴的な共用スペース

① ② ③

介護対応
ゾーン

共助コミュニケーション
ゾーン

ヘルパー・管理人
ゾーン

コ
ン
セ
プ
ト

1.共助の精神が反映されるように、昼食は一同に会して

行政と一体となったサービス展開、高齢者の孤独状態を防止

2.井戸端に住人が集ったイメージを、ランドリースペースで実現

3.ランドリースペースの外側に濡れ縁、開放的エリアに

4.16.5㎡の畳コーナー、団欒の場

5.全館ユニバーサルデザイン（手摺り、身障者トイレ併設）

6.全館バリアフリー、将来の軽度要介護状態に対応

7.入浴介助及び来館者のため、手摺付きの大型浴槽を配備。

8.ボランティア活動に対応するためのスペースを設置

9.入居者の来客に対応するために、客間を配置

10.共助スペースは災害時の支援拠点

11.NPOによる昼食配食、継続的に支援

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑪⑩ ⑫

32

共有スペース 井戸端エリア共有スペース 食堂エリア

プライベートスペース 居室 プライベートスペース 居室 33

みんなで一緒に昼食会
新たなコミュニティでお互いを見守りあう

洗濯も共有スペースで

34

井戸端長屋 ５棟のうち４棟完成

【馬場野地区(2号棟)】（12戸）
H24.5.2 完成

【狐穴地区】

【南戸崎地区】

【馬場野地区(1号棟)】

（10戸）

（12戸）

（12戸）

35

H24.8.8 完成

H25.4.12 完成

H25.4.12 完成

国土交通大臣賞 受賞 井戸端長屋

第25回住生活月間功労者として、
国土交通大臣表彰

＜評価＞

工期短縮のための設計施工

H25.10.19 受賞

(馬場野山田団地2号棟)

工期短縮のための設計施工
一括方式の発注方法

共助の精神を反映したコモン
スペース

一日一度は入居者全員が集
まり食事をとる、被災高齢者
の孤立防止対策 など

36



【明神前地区】災害公営住宅（戸建て）

H25.3.30 完成

37

二階建てタイプ 24戸

平屋建てタイプ 24戸

【明神前地区】

H25.3.30 完成

災害公営住宅（戸建て）

38

新たな住宅地

【細田地区】

H25.9.24 現在 工事進捗状況
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H25年12月
一部 完成予定

・造成面積：約2.4ha
・災害公営住宅

戸建て 65戸
長屋１棟 12戸

【刈敷田地区】新たな住宅地

H25.9.24 現在 工事進捗状況

・造成面積：約7.2ha
・宅地 42区画
・災害公営住宅

戸建て 70戸
アパート 4棟36戸

宅地造成 H25完成予定

公営住宅 H26完成予定
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【荒田地区】

宅地造成 H25完成予定

公営住宅 H26完成予定

新たな住宅地

・造成面積：約5.9ha
・宅地 27区画
・災害公営住宅

戸建て 51戸

H25.9.24 現在 工事進捗状況
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【南ノ入地区】

宅地造成 H25完成予定

公営住宅 H26完成予定

新たな住宅地

・造成面積：約3.5ha
・宅地 16区画
・災害公営住宅

戸建て 28戸

H25.9.24 現在 工事進捗状況
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宅地造成 H25完成予定

公営住宅 H26完成予定

【鷲山地区】新たな住宅地

・造成面積：約6.8ha
・宅地 12区画
・災害公営住宅

戸建て 57戸

H25.9.24 現在 工事進捗状況
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【狐穴地区】新たな住宅地

宅地造成 H25完成予定

長屋 H25.3完成

・造成面積：約1.6ha
・宅地 10区画
・災害公営住宅

井戸端長屋 1棟12戸

H25.9.24 現在 工事進捗状況
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防災備蓄倉庫

H25.8.25 完成

 震災での経験を踏まえた十分な収容能力と

支援物資のスムーズな搬入搬出機能

 建築面積：約300坪

 消防団員待機場所を兼ねた防災教育研修スペース

 非常時には大鍋で炊き出し可能な調理場

 水 毛布 非常食などを備蓄 水、毛布、非常食などを備蓄

 玄関脇に、殉職消防団員の顕彰碑を建立
45

新たな「災害時相互応援協定」

H23.6.1～

Ｈ23.6.1 東京都稲城市 Ｈ23.9.26 神奈川県小田原市

Ｈ24.5.19 愛媛県西条市 Ｈ24.6.30 滋賀県米原市 46

新たな「災害時相互応援協定」

H23.6.1～

Ｈ24.7.14 茨城県龍ヶ崎市 Ｈ24.12.2 栃木県日光市

47Ｈ25.2.25 新潟県三条市 Ｈ25.7.31 福井県大野市

「義理返し」

Ｈ23.7月 新潟・福島豪雨H23.7.31、9.5

【イメージ】

Ｈ23.7.31
新潟・福島豪雨災害

福島県只見町、金山町、新潟県三条市に救援物資を送る
Ｈ23.9.5
台風12号紀伊半島豪雨災害

奈良県十津川村に救援物資を送る
48



「義理返し」

滋賀県米原市に救援物資（飲料水）

H25.9.16

H25.9.16 台風18号による大雨特別警報
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磯部コミュニティセンター

H25.7.13 完成

磯部地区の新たな「交流拠点」「防災拠点」
 安全な高台に被災者用の公営住宅や住宅地と一体的に整備

 行政出張所、図書館、非常時用品備蓄倉庫の機能を併設

シンガポール赤十字社から全額寄付
• 建設予算 1億2,000万円
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【岩子防災集合所 7.6落成式】

H25.7.7 落成式

防災集合所 平常時：地域コミュニティの場

非常時：地域の避難所、防災拠点
• 自家発電装置、炊き出し、防災用品備蓄、

非常時の宿泊を想定、身障者対応

【 松川地区 】 51

【岩子防災集合所 7.6落成式】

【 岩子地区 】H25.7.6 【 獺庭地区 】H25.7.14

防災集合所 落成式

【 新田地区 】H25.7.14 【 日下石地区 】H25.9.29
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【岩子防災集合所 7.6落成式】

防災集合所 落成式 【 立切地区 】H25.9.29

【 南飯渕地区 】H25.9.29

【 中野地区 】H25 10 6

【 台畑地区 】H25.10.6

【 中野地区 】H25.10.6

53

漁具倉庫付き個別作業所

H25.6.28 完成

“職住分離”の新しい漁業形態

底引船用 48区画
（12区画×4棟）

54



漁具倉庫付き個別作業所

“職住分離”の新しい漁業形態

H25.10.15 現在 工事進捗状況

小型船用 84区画
（12区画×7棟）

55
H25.6.11 着工 → H26.1月末 完成予定

松川浦漁港 荷捌施設 建築面積 5,600㎡

イメージ図 H26 完成予定
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中村城跡地 周辺図
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そうま

新市民会館

郷土蔵

歴史資料収蔵館

千客万来館
ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ

57

中村第一
小学校

現市庁舎

そうま

旧市民
会館

新市庁舎

新・市民会館

歴史と景観に調和した和風建築

H25.10.7 落成式

58・９２２席の大ホール

歴史資料収蔵館

イメージ図

H26.3月完成予定

H25.10.15 現在 工事進捗状況

・貴重な歴史資料を保存・継承 ・観光拠点、中心市街地活性化の拠点
59

郷土蔵

イメージ図

H25.10.16 起工式

H26.3月完成予定
60

震災で貴重な民俗資料を喪失しないために

先人が築いた地域資産と民俗文化を伝承



市役所 新庁舎

イメージ図

市民アンケートを踏まえた新庁舎建設検討委員会での議論を踏まえ、

歴史ある城下町の周辺環境と調和する「和（わ）」のデザイン

H26着工 → H27完成（予定）

現庁舎の耐震性能ランクは 『C』
東日本大震災並みの大地震が再び起こった場合、 損壊により防災拠点としての使用が困難

61

イメージ図

千客万来館
相馬観光復興御案内処（H25.10.1スタート）

新たな観光資源を活用した観光交流人口の受け入れ拠
点として、ワンストップサービスを提供

62H26着工 → H27完成（予定）

光陽サッカー場

H25.10.18 リニューアルオープン クラブハウス完成予想図
（相馬市復興交流支援センター）

H26.2月着工→H26.8月末完成（予定）

・開 場 平成23年7月17日
（平成25年10月18日リニューアルオープン）

・敷地面積 約11ヘクタール
・概 要 天然芝コート３面

人工芝コート２面（FIFA・JFAロングパイル
人工芝公認ピッチ（予定）
サブコート１面
管理棟・トイレ・倉庫・駐車場 など 63

光陽パークゴルフ場

H23.4月 3コース増設オープン

64

・開 場 平成19年4月1日
（平成23年4月…3コース 27ホール増設）

・敷地面積 約12ヘクタール
・施設概要 9コース81ホール

（日本パークゴルフ協会公認コース）
管理棟・トイレ・倉庫・駐車場・東屋 など

光陽ソフトボール場

65

・開 場 平成19年4月1日
・敷地面積 約4ヘクタール
・施設概要 ソフトボール（少年野球兼用）

４面 管理棟・トイレ・倉庫・
駐車場多目的交流施設
（わいわい広場） など

モエ ヘネシ―・ルイ ヴィトン グループ

ＬＶＭＨ 子どもアート・メゾン

建物の設計は、世界的建築家
坂 茂氏

H25.10.15 現在 工事進捗状況

子どもたちのＰＴＳＤ対策、 情操教育のため、
施設建設に、1億3,000万円寄附

66
H25.12月完成予定



世界中からのご支援に深謝いたします
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